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　上表に於いて注目すべきは，何れも鐵分は著し
く溶出し且つ二値の蟻が三優の鋤こ比して大なる
事で益る。穐分解したものの薄片につき瞼鏡する
に・輝石類はrウラル」石化作用叉は織泥石化作用
を受け完全に陽起石文’ま織泥石に蟹化してみる。
　簸者はさきに明らかに風化作用による分解と考
・べられる褐簾石及び履献含銅硫化繊鑛冷床の鑛石
の分解物の研究により風化作用による分解に於い
報
では鐵分は三便の状態で著しく函留ナる事を知っ
た・これ等の事費から此の斑瀬岩の分鰍ま風化作
用によるものではないと場べてみる。完全に分解
した白色粉末状の粘土にっきX線による粉釆篤虜
を撮って調べた所「カオリナイト」着しくはrハ
ロイサイト」が存在する事が認められた。簡此の
粘土については＾暦精密な研究をするつ邑りであ
る。　　　　　　　（上回　健夫）
鐵明磐石（Jamsite）の學動
　鐵明磐石は六方晶系に魔し鮮黄色・．黄褐色叉は
燈黄色を呈する塊状叉は粉朕の鑛物である。
　K！O’3FoコO畠・4舳・6旺Oなる化學組成を持ち
明磐石（A11㎜ito，K！O・3A1主Oお・4S03・6H里0）に
於けるアルミナが鐵に俵て置換されたものと考え
られる。
　この鏡物は翫にユ838年に譲見されて居り，
J肌。冒itoなる名縛ほその産地の一であるスペイン
のE趾・乱掘OO　J趾O目Oに因んだ屯のらしい。本邦
に於ても昭稿22年地質調査研の齋藤按宮により
群馬縣群馬鑛山に多量に存在することが夢鵬し・
引頼いて麟縣諏磁山，北鱗遺十粥及知床
孚島にも鑑床が駿見された。一方本銭物から硫酸
カリを製出する見込があって，從來の本邦カリ資
源である明舞石，カリ石英糧面岩，カリ長石等に
・伍して新カリ資源として登場するに至った。事費
地質調査所片山按宮により鑛石虚理の工業試験が
行われ肥料化の工業的に成立することが實護され
てゐる。現在考えられている魔塵方法は熱分解を
利用するもので従ってより良い慶理方法を見出す
のには本銭物の議性質特に熱分解の基礎的研究が
是非とも必要で，之に麗し筋に地質調査所竹田．
金子爾技官の護表があるが無考等もこの必要を痛
感し幸い齋藤鼓官からかねて群馬鍍出産の試料の
提供を受けていたので最近この研究を開始したも
ので，以下現在までに鉤明した事柄の一端を記す
次第である。この機曹に試料を硬いた齋藤技官に
甥し厚く御濃申上げる。
　1）イ峻扮析先ず試料の完全分析を打って弐
，の結果を樽た。　Si020、工8％，F020345．90％，A1！
030・郎％，M皿O　o・丁・O％，Ca00・00％，MgO　O刀O
％，K望0851％，　N的O　O．38％，S0332．00％，
H1O（十）1Z50％・H・q一川・25％・．計10㎝09％
　2）灼熱減量大島・稠図式熱天秤を用いて．
20．Cおきに各過度に於て2分闘重量に鍵化のな
いことを確めつ』次の温度に上げるという方法で
加熱した結果3600Cと4000C．の間で晩硫が始ま
勿，700．Cで最も激しく800．Cで一時嚢えるが再
び盤となり，8500Cで全艦の36．00％を失い殆ど
値量になる。
　3）示差熱分析360℃附近から腕水に相當す
る吸熱反腰が起り，之が4600Cで完結すると同時
に．穎著な駿熱反腫が引絞いて起る。この譲熱反懸
は5600Cで絡る。玖に6000C附近か引騎硫による
吸熱反懸が開始され800．Cで鰹挑こムに示さ
れた反懸は灼熱減量に示された結果とよ．く符合す
るが，注目すべきは護熱反醸の存在で，之は鯛難
石に就ても認められていると生じく駒水直后に於
て化學反懸が行われエネルギーのより小さな新し
い物質に轄化するものと想像される。．この轟に就
てわ今后のX線的駅究及浸出費験にまちたい。
　4）解離水蒸霜堅薄膜露力計を使用して種々
の濃度に於ける解離水蒸氣壁を測定した。この繍
果から解離熱を求めるべく目下敏討中であ孔測
定結果の詳細な記載は紙面の都合で省略する。
　5）焼饒に．よる各種成分の溶解　3000，3500，
4000，4500，5000’5500，6000，6らOo，7000，7500，8000，
8500，の各温度に夫々30分宛膀饒した試料を水で
虜理して溶解するアルカーリ，椀酸，鐵の溶解牽を
求めた・その大盤の傾向1として三成分とも脱水に
平行して400町から増カロするが腕水が纏り腕硫
の始まる間に於てわ逆に溶解率が滅し少くとも暫
加はしない。6000c以上に汰って腕硫が始る温度
になると之に平行してアルカリ及碗駿は轡加する
が一方鐵は減少の一途を遡る。この蜜験は目下再
度の強討を加えつ土あ糺
　6）水騎液のP．H．前記の熔魔試料を水に浸
出した液めP．I丑．を測定した。単に獲珂ヒの傾向の
みを言己すと溜度の層加に勤して，P．H、は次第に
減じて脱水終了属脱硫開始前の500則～5服Cで
最小になり，6000C以上腕疏の起る濃度になると
再び壇加ナる。
　本研究は目下更に縷行中で詳細は再び別の濃曾
に報告する予定であ孔
　　（田久保實太郎，齋藤光惑，港種雄）
